
Massのマーカーリストを
ダウンロードして
シーケンスへインポートする⽅法
【EDIUS編】

「Mass」で登録したマーカーリストは、EDIUSで読み込み可能なXML形式に変
換することで、タイムラインへ⼀括インポートできます。
今回は、こちらのフローのご紹介となります。編集ワークフローの効率化に
ぜひご活⽤ください。

スクリプトを活⽤してCSVファイルを変換

マーカーリストをCSV形式でダウンロード

インポートされたシーケンスマーカー

Mass上でクライアントが残した修正指⽰を、そのままEDIUS
のシーケンス上に再現できます。
「どこを修正すべきか」がシーケンス上で⼀⽬瞭然になるた
め、⼿⼊⼒による転記ミスや確認の漏れを⼤幅に削減可能で
す。⽇々のカット編集‧修正フローの標準化にぜひご活⽤く
ださい。
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【STEP1】 マーカーリストのダウンロード

【STEP2】 エクスポートしたマーカーリストの変換

【STEP3】 XMLファイルのインポート

マーカーや付箋マーカーを登録したアセットのマーカー
リストから、「CSV形式でダウンロード」を実⾏し、CSV
ファイルをダウンロードします。

Massから出⼒したCSVを、EDIUSで読み込み可能なXML
フォーマットへと変換します。

1.EDIUSで対象のシーケンスを選択します。

2.ツールバーより「マーカー」＞「マーカーリストのイン
ポート」を選択します。

3.ファイルの種類で「.xml」を指定して、変換したxmlを開
きます。これでシーケンス上にマーカーが⼀括で読み込ま
れます。

☞ Tips:この変換作業はPythonなどのスクリプト
で⾃動化が可能です。⽣成AIに「CSVをEDIUS⽤
XMLに変換するPythonコード」を作成してもらう
と簡単に仕組み化できます。
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